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(57)【要約】
【課題】従来人体の皮膚表面全体をまんべんなくマッサ
ージするのに要した時間と労力を解消する皮膚面に沿っ
て摺動し皮膚面に低周波又は高周波の電気エネルギーを
供給する美容・健康増進装置を提供する。
【解決手段】皮膚面に当接して前記電気エネルギーを供
給する皮膚接触器具が、軸心に金属棒を挿通した杆状手
持ち部と、その先端に直角に取着された導電性を有する
杆体とでＴ字形体を構成し、同杆体には固定又は回転自
在に軸支された複数の通電導子体を取着してなり、かつ
前記杆体が人体表面形状に沿った湾曲形状をなす美容・
健康増進装置による。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人体の皮膚面に沿って摺動し皮膚面に低周波又は高周波の電気エネルギーを供給する美
容・健康増進装置において、
皮膚面に当接して前記電気エネルギーを供給する皮膚接触器具が、
軸心に金属棒を挿通した杆状手持ち部と、その先端に直角に取着された導電性を有する杆
体とでＴ字形体を構成し、同杆体には固定又は回転自在に軸支された複数の通電導子体を
取着してなり、かつ前記杆体が人体表面形状に沿った湾曲形状をなすものであることを特
徴とする美容・健康増進装置。
【請求項２】
　前記複数の通電導子体が、球体であることを特徴とする請求項１に記載の美容・健康増
進装置。
【請求項３】
　前記複数の通電導子体が、楕円球体であることを特徴とする請求項１に記載の美容・健
康増進装置。
【請求項４】
　前記湾曲形状の杆体が、前記杆状手持ち部の先端との直交軸をなし、杆体を軸芯として
回転でき、かつ所望の位置で固定できる構成としたことを特徴とする請求項１～３のいず
れか１項に記載の美容・健康増進装置。
【請求項５】
　前記複数の通電導子体が、杆体の中央から両先端部に向けてその径が順次減少、又は増
大するように形成されてなることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の美容
・健康増進装置。
【請求項６】
　前記複数の通電導子体のうち、杆体の両先端に軸支されたもののみが杆体に固定され、
他の通電導子体は回転自在に軸支されてなることを特徴とする請求項１～５のいずれか１
項に記載の美容・健康増進装置。
【請求項７】
　前記杆体の軸部が、クランクハンドル状に屈曲させてなることを特徴とする請求項１～
６のいずれか１項に記載の美容・健康増進装置。
【請求項８】
　前記杆状手持ち部と前記杆体とが着脱可能に構成されてなることを特徴とする請求項１
～７のいずれか１項に記載の美容・健康増進装置。
【請求項９】
　前記杆体が、人体表面部位の異なる形状に対応するよう異なった湾曲形状を有する複数
種の杆体を備えてなることを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の美容・健康
増進装置。
【請求項１０】
　前記杆体が、弾力性、形状復元力を有する金属バネ材製のものであることを特徴とする
請求項１～９のいずれか１項に記載の美容・健康増進装置。
                                                                        
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人体の皮膚面に沿って手動で摺動し、皮膚面に低周波又は高周波の電気エネ
ルギーを供給する美容・健康増進装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、球体を利用して人体の皮膚面に沿って手動で摺動してマッサージ効果を発揮する
マッサージ美容器が多数開示されている。
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　特許文献１は、棒状本体の左先端に球体回転磁石部を右先端に球体回転水晶部を設け左
右一体化したエステマッサージ美容器であり、回転する球体磁石部と球体水晶部を左右に
分けることによって球体磁石の回転マッサージで血流の流れを促進する又球体水晶部の球
体水晶の回転波動による細胞の活力促進と皮膚表面の熱を下げ皮膚を引き締めマッサージ
とエステ美容の効果がある左右ボールマッサージエステ美容器が開示されている。
【０００３】
　特許文献２は、電気的筋肉刺激装置を用いて一対の電極から低周波刺激信号と高周波刺
激信号を同時かつランダムに通電することにより、表情筋を刺激してその動きを活性化さ
せてフェイスラインを引き締める表情筋引き締め工程と、微弱電流を通電しながら皮膚マ
ッサージを施すことにより、コラーゲン生成と血行を促進させる代謝促進工程と、海藻エ
キスと植物エキスを配合したパック剤を塗布し、所定時間の経過後に取り除くパック工程
とを施すフェイシャル美容施術法が開示されている。
　フェイシャル美容施術法によれば、衰えや機能低下が生じた表情筋を活性化させて、豊
かな表情が生成されるようにする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３１４５９４１号公報
【特許文献２】特開２００８－１７３２３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献１では、棒状本体の左右先端に設けられた１個ずつの球体磁石と球
体水晶を交互に切り替えてマッサージとエステ美容を行う方法であるため、皮膚表面全体
を満遍なくマッサージとエステ美容を行うとするには時間と労力を必要とする問題があっ
た。
　また、特許文献２では、一対の電極に低周波と高周波の刺激信号を通電することによる
表情筋引き締め工程と、施術者が手にはめた導電型のトレーニング・グローブにより微弱
電流を通電しながら首筋及びフェイス各部に皮膚マッサージを施す工程の２工程が必要で
あり、やはり時間と労力を必要とする問題があった。　
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、上記に鑑み鋭意研究の結果、次の手段によりこの課題を解決した。
　（１）人体の皮膚面に沿って摺動し皮膚面に低周波又は高周波の電気エネルギーを供給
する美容・健康増進装置において、
皮膚面に当接して前記電気エネルギーを供給する皮膚接触器具が、
軸心に金属棒を挿通した杆状手持ち部と、その先端に直角に取着された導電性を有する杆
体とでＴ字形体を構成し、同杆体には固定又は回転自在に軸支された複数の通電導子体を
取着してなり、かつ前記杆体が人体表面形状に沿った湾曲形状をなすものであることを特
徴とする美容・健康増進装置。
　（２）前記複数の通電導子体が、球体であることを特徴とする前項（１）に記載の皮膚
接触型導電装置。
　（３）前記複数の通電導子体が、楕円球体であることを特徴とする前項（１）に記載の
美容・健康増進装置。
　（４）前記湾曲形状の杆体が、前記杆状手持ち部の先端との直交軸をなし、杆体を軸芯
として回転でき、かつ所望の位置で固定できる構成としたことを特徴とする前項（１）～
（３）のいずれか１項に記載の美容・健康増進装置。
　（５）前記複数の通電導子体が、杆体の中央から両先端部に向けてその径が順次減少、
又は増大するように形成されてなることを特徴とする前項（１）～（４）のいずれか１項
に記載の美容・健康増進装置。
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　（６）前記複数の通電導子体のうち、杆体の両先端に軸支されたもののみが杆体に固定
され、他の通電導子体は回転自在に軸支されてなることを特徴とする前項（１）～（５）
のいずれか１項に記載の美容・健康増進装置。
　（７）前記杆体の軸部が、クランクハンドル状に屈曲してなることを特徴とする前項（
１）～（６）のいずれか１項に記載の美容・健康増進装置。
　（８）前記杆状手持ち部と前記杆体とが着脱可能に構成されてなることを特徴とする前
項（１）～（７）のいずれか１項に記載の美容・健康増進装置。
　（９）前記杆体が、人体表面部位の異なる形状に対応するよう異なった湾曲形状を有す
る複数種の杆体を備えてなることを特徴とする前項（１）～（８）のいずれか１項に記載
の美容・健康増進装置。
　（１０）前記杆体が、弾力性、形状復元力を有する金属バネ材製のものであることを特
徴とする前項（１）～（９）のいずれか１項に記載の美容・健康増進装置。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、次のような効果が発揮される。
１．本発明の請求項１の発明によれば、
人体の皮膚面に当接して前記電気エネルギーを供給する皮膚接触通電器具が、
軸心に金属棒を挿通した杆状手持ち部と、その先端に直角に取着された導電性を有する杆
体とでＴ字形体を構成し、同杆体には固定又は回転自在に軸支された複数の通電導子体を
取着してなり、かつ前記杆体が人体表面形状に沿った湾曲形状をなすものであり、
前記Ｔ字状の導電性を有する杆体の複数の通電導子体を人体の皮膚面に沿って摺動できる
ので皮膚に対する優れた接触感効果を得ることができる。
【０００８】
　また、前記杆体が人体表面形状に沿った湾曲形状になっているため、体内の臓器、筋肉
、骨格等で皮膚表面が複雑に湾曲していても的確にフィットして、複数の通電導子体から
人体の皮膚面に低周波又は高周波の電気エネルギーを効率よく供給でき美容・健康増進に
優れた効果を発揮することができる。
【０００９】
２．本発明の請求項２の発明によれば、
請求項１の効果に加えて、前記複数の通電導子体が、球体なので、人体の皮膚面に沿って
なめらかに摺動でき、皮膚に対するより優れた接触感が得られる。
【００１０】
　また、皮膚を押圧しながら摺動することにより、球体のほぼ半分が皮膚と接触すること
になり、優れたマッサージ効果と、さらに、皮膚との接触面積が増大して電気抵抗値が低
下するため電気エネルギーがさらに強く効率的に伝達され、美容・健康増進に優れた効果
を発揮することができる。
【００１１】
　さらにまた、前記電気エネルギーの供給パワーが一定であっても、皮膚に対する押圧力
を強弱制御することにより、皮膚との接触面積が変化して電気抵抗値が変わるため電気エ
ネルギーを効果的に強弱変化させながら伝達することができ、美容・健康増進に優れた効
果を発揮することができる。
【００１２】
３．本発明の請求項３の発明によれば、
請求項１の効果に加えて、前記複数の通電導子体が、楕円球体なので、人体の皮膚面に沿
ってなめらかに摺動できるので皮膚に対するより優れた接触感が得られる。
【００１３】
　また、皮膚を押圧しながら摺動することにより、楕円球体のほぼ半分が皮膚と接触する
ことになり、優れたマッサージ効果と、皮膚との接触面積が増大して電気抵抗値が低下す
るため電気エネルギーがさらに強く効率的に伝達され、美容・健康増進に優れた効果を発
揮することができる。



(5) JP 2011-83473 A 2011.4.28

10

20

30

40

50

【００１４】
　さらにまた、前記電気エネルギーの供給パワーが一定であっても、皮膚に対する押圧力
を強弱制御することにより、皮膚との接触面積が変化して電気抵抗値が変わるため電気エ
ネルギーを効果的に強弱変化させながら伝達することができ、美容・健康増進に優れた効
果を発揮することができる。
【００１５】
４．本発明の請求項４の発明によれば
請求項１～３の効果に加えて、前記湾曲形状の杆体が、前記杆状手持ち部の先端との直交
軸をなし、杆体を軸芯として回転でき、かつ所望の位置で固定できるので、顔面、頸部、
腕、足、腹部及び臀部など皮膚面の部位、形状に合わせて、又は本皮膚接触器具の摺動方
向及び摺動角度に合わせて、湾曲方向を前向き又は下向き等自在に設定し、マッサージ方
向、部位及び形状に最も適した形態とすることができ、人体の各部に的確にフィットし、
優れたマッサージ効果が得られる。　同時に、複数の通電導子体から人体の皮膚面に低周
波又は高周波の電気エネルギーを効率よく供給でき美容・健康増進に優れた効果を発揮す
ることができる。
【００１６】
５．本発明の請求項５の発明によれば
請求項１～４の効果に加えて、前記複数の通電導子体が、杆体の中央から両先端部に向け
てその径が順次減少、又は増大するように形成されているので、
顔面、頸部、腕、足、腹部及び臀部など皮膚面の部位、形状、又は本皮膚接触器具の摺動
方向及び摺動角度に係わらず、前記複数の通電導子体の押圧力を均等にしたり、中央部の
大径（又は小径）通電導子体のみ、又は小径（又は大径）通電導子体のみに押圧力を加え
るなどの対応ができ、マッサージ効果を高めることができる。同時に、各通電導子体から
人体の皮膚面に低周波又は高周波の電気エネルギーを効率よく供給でき美容・健康増進に
優れた効果を発揮することができる。
【００１７】
６．本発明の請求項６の発明によれば
請求項１～５の効果に加えて、前記複数の通電導子体のうち、杆体の両先端に軸支された
もののみが杆体に固定され、他の通電導子体は回転自在に軸支されているので、
前記固定された通電導子体を皮膚表面に押し当てるように前記杆状手持ち部の握り角度を
調整し、そのまま皮膚面を強弱制御して摺動すると、皮膚面と固定された通電導子体の摩
擦熱と電気エネルギーが大となり接触する皮膚面の皮下組織を活性化できる。
　また、他の通電導子体は回転自在に軸支されているので、皮膚上を摺動しても皮膚に対
する優れた接触感を得ることができる。
【００１８】
７．本発明の請求項７の発明によれば
請求項１～６の効果に加えて、前記杆体の軸部が、クランクハンドル状に屈曲しているの
で、
皮膚接触器具を皮膚表面各部を摺動する際に杆状手持ち部を握った手が皮膚に触れること
なくスムーズに摺動できる。
【００１９】
８．本発明の請求項８の発明によれば
請求項１～７の効果に加えて、前記杆状手持ち部と前記杆体とが着脱可能に構成されてい
るので、
形状の異なる通電導子体又は径の大小の異なる配列の通電導子体が取り付けられた複数種
の腕部を持つ杆体を用意し、交換しながら使用目的別に迅速に対応することができる。
【００２０】
９．本発明の請求項９の発明によれば
請求項１～８の効果に加えて、前記杆体が、人体表面部位の異なる形状に対応するよう異
なった湾曲形状を有する複数種の杆体を備えているので、
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湾曲形状の異なる杆体又は杆体の異なる取付方向のものや、形状の異なる通電導子体又は
径の大小の異なる配列の通電導子体が取り付けられた杆体をそれぞれ使用目的別に用意す
ることができるので、使用部位により任意に選択でき、優れた美容・健康増進効果が得ら
れる。
【００２１】
１０．本発明の請求項１０の発明によれば
請求項１～９の効果に加えて、前記杆体が、弾力性、形状復元力を有する金属バネ材製の
ものなので、
湾曲形状をなす杆体が人体表面形状に従った必要最小半径のもので、かつ弾力性、形状復
元力の異なる金属バネ材を備えた杆体を用意すれば、前記杆状手持ち部の摺動方向及び摺
動角度によって加える力を制御することにより、前記杆体が顔面、頸部、腕、足、腹部及
び臀部など皮膚面の部位、形状に合わせて変形し、全ての通電導子体を皮膚面に同時に接
触させて摺動でき、接触感に優れ、かつ皮膚面に低周波又は高周波の電気エネルギーを効
率よく、かつ効果的に供給でき美容・健康増進に優れた効果を発揮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明実施例の皮膚接触器具外観図。
【図２】本発明の皮膚接触器具による脚部皮膚マッサージ実施例模式図。
【図３】本発明の皮膚接触器具による腕部皮膚マッサージ実施例模式図。
【図４】本発明の皮膚接触器具による顔面部皮膚マッサージ実施例模式図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明を実施するための形態について図に基づき詳細に説明する。
　人体の皮膚面に沿って摺動し皮膚面に電気信号発生装置１１によって低周波又は高周波
の電気エネルギーを供給する美容・健康増進装置１において、本発明の皮膚面に当接して
前記電気エネルギーを供給する皮膚接触器具２は、軸心に金属棒１０を挿通したプラスチ
ック等非金属製の杆状手持ち部９と、その先端に直角に取着された導電性を有する杆体３
と、同杆体３でＴ字形体を構成し、腕部４に固定又は回転自在に軸支された複数の球体（
又は楕円球体）の通電導子体６ａ～６ｃを取着してなり、かつ前記杆体の腕部４が人体表
面形状に沿った湾曲形状をなすものであり、人体の皮膚面に沿って摺動し皮膚面に低周波
又は高周波の電気エネルギーを供給するものである。
【００２４】
　図１に示すように、皮膚接触器具２は、ほぼＴ字状の導電性を有する杆体３の側方に延
びる杆体の腕部４に複数（本実施例では３個×２）の球体（又は楕円球体）の通電導子体
６ａ～６ｃが固定、又は回転自在に軸支されている。
【００２５】
　前記湾曲形状の杆体の腕部４は、前記杆状手持ち部９の先端と直交軸をなす杆体の腕部
４を軸芯として回転し、腕部固定ねじ７により所望の向きで固定できる。
【００２６】
　したがって、顔面、頸部、腕、足、腹部及び臀部など皮膚面の部位、形状に合わせて、
又は本皮膚接触器具２の摺動方向及び摺動角度に合わせて、湾曲方向を前向き又は下向き
等自在に設定し、マッサージ方向、部位及び形状に最も適した形態とすることができる。
【００２７】
　前記複数の通電導子体６ａ～６ｃは、杆体の腕部４の中央から両先端部に向けてその径
が順次減少（又は増大）するように形成されている。
【００２８】
　また、前記複数の通電導子体６ａ～６ｃのうち、杆体の腕部４の両先端に軸支された最
小径（又は最大径）の通電導子体６ｃのみが杆体の腕部４に固定され、他の通電導子体６
ａ、６ｂは回転自在に軸支されている。
【００２９】
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　前記杆体の軸部５が、クランクハンドル状に屈曲されているので、皮膚接触器具２を皮
膚表面各部を摺動する際に杆状手持ち部９を握った手が皮膚に触れることなくスムーズに
摺動できる。
【００３０】
　前記杆状手持ち部９に挿通された金属棒１０の先端に刻設された図示しない雄ねじに螺
合する軸固定ナット８により前記杆体の軸部５と金属棒１０の先端が着脱可能に構成され
ているので、例えば、形状の異なる通電導子体６ａ～６ｃ、又は径の大小の異なる配列の
通電導子体６ａ～６ｃが取り付けられた杆体の腕部４を持つ複数の杆体３を用意し、交換
しながら使用目的別に迅速に対応することができる。
【００３１】
　前記杆状手持ち部９に挿通された金属棒１０の前記杆体の軸部５と逆方向の先端には、
通電用のコード１６が接続され、電気信号発生装置１０（図２参照）から低周波又は高周
波の電気エネルギーが供給される。
【００３２】
　以上、前記杆体の腕部４は湾曲形状をなす金属棒１０であることとして記述したが、金
属棒１０に代えて、弾力性、形状復元力を有する金属バネ材としてもよい。
【００３３】
　前記杆体の腕部４を金属バネ材製のものとした場合は、湾曲形状をなす杆体の腕部４が
人体表面形状に基づいて必要最小半径の金属バネ材製のものとして、かつ弾力性、形状復
元力の異なる金属バネ材製のものを複数個用意すれば、前記杆状手持ち部９の摺動方向及
び摺動角度によって加える力を制御することにより、前記杆体の腕部４が顔面、頸部、腕
、足、腹部及び臀部など皮膚面の部位、形状に合わせて変形し、全ての通電導子体６ａ～
６ｃを皮膚面に同時に接触させて摺動できる。
【実施例１】
【００３４】
　図２に示すように、本発明の皮膚接触器具２を大きな凸面でなるヒップの皮膚面のマッ
サージに使用する場合、杆状手持ち部９によって移動方向に力Ｆ３と下方に押しつける力
Ｆ１を与えると、通電導子体６ａによって皮膚面に押圧力Ｆ５が与えられると同時に、通
電導子体６ｃには皮膚の弾力により前記通電導子体６ｃの中心を支点として上向きの力が
作用し、移動方向への力Ｆ３との合力により前方上向きの力Ｆ４が作用することになる。
【００３５】
　そのため、通電導子体６ａと通電導子体６ｃの接触面積は大きくなり、この箇所の摩擦
熱が発生し、さらに球体の接触面積が増大するため電気抵抗値は低下して電気エネルギー
は強く伝達される。また、皮膚面をスムーズに移動しながら電気エネルギーを皮膚面に印
加するには、両端の固定球を皮膚面から浮かせ、回転球のみに下方向力Ｆ５が働くように
して移動を容易にすることが好ましい。
【００３６】
　一方、固定球を皮膚面に押し当てるように杆状手持ち部９の握り角度を調整し、そのま
ま皮膚面を移動すると、皮膚面と固定球の摩擦熱と電気エネルギーが大きくなり接触する
皮膚面の皮下組織を活性化できる。
【００３７】
　逆に杆状手持ち部９の握り角度を調整し皮膚接触器具２を持ち上げながら移動すれば、
最小球通電導子体６ｃの接触面積は大きくなり最大球通電導子体６ａは浮く状態となって
接触面積は減少し、両端の固定球通電導子体６ｃによる押圧マッサージ効果が大となり、
この施術方法はバストアップ、ヒップアップのような皮膚表面の段差がある部位の施術に
有効である。
【００３８】
　ここで電気エネルギーを供給する電気信号発生装置１１は、パルス発生回路１２、出力
回路１３、電源回路１４、及び電極板１７で構成され、出力調整器１５で出力エネルギー
を強弱制御できる。またパルス発生回路１１は、低周波又は高周波の正弦波、パルス波を
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切り替え発生することができる。
【実施例２】
【００３９】
　図３に示すように、本発明の皮膚接触器具２を腕、足などの部位で使用する場合、皮膚
面積にバラツキが多いことからそれぞれの部位で通電導子体６ａ～６ｃの押圧力と電気エ
ネルギーが微妙に変化することとなる。そのため、皮膚面の形状に合わせた施術を行うこ
とが必要となる。
【００４０】
　腕などのような手先に行くほど細くなる部位は、表皮に加わる杆体左右の力は通電導子
体６ごとのバラツキが大となるが、図に示すようにある程度杆体３を接触させる向きと皮
膚面を押す力とを調整すれば印加する電気エネルギーの配分を制御できる。
【実施例３】
【００４１】
　図４に示すように、本発明の皮膚接触器具２を顔で使用する場合、緩やかな段差の凹凸
が多い顔面には、皮膚接触器具２の形状はまさに理にかなったものであり従来にない施術
効果の発揮が取得できる。
【００４２】
　皮膚接触器具２を矢印Ａ方向に平行移動するのみでなく、前記湾曲形状の杆体の腕部４
の左側端に固定された通電導子体６ｃを基準軸として右側端の通電導子体６ｃを曲線状の
矢印Ｂ方向に移動する、又はこの逆に右側端の通電導子体６ｃを基準軸として左側端の通
電導子体６ｃを移動してもよい。
【００４３】
　さらに、頬のラインに沿って曲線状の矢印Ｃのように皮膚接触器具２を移動するように
マッサージすることも好ましく、また、のどの部位を直線状の矢印Ｄ方向に移動するのも
よく、以上のように使いこなすことによって、移動方向による皮膚面への押圧力と電気エ
ネルギーの強弱を適切に制御でき、多様な組み合わせでの美容・健康増進機能の発揮が可
能となる。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明の皮膚面に当接して前記電気エネルギーを供給する皮膚接触器具は、
軸心に金属棒を挿通した杆状手持ち部と、その先端に直角に取着された導電性を有する杆
体とでＴ字形体を構成し、同杆体は固定又は回転自在に軸支された複数の通電導子体を取
着してなり、かつ前記杆体が人体表面形状に沿った湾曲形状をなすものであり、人体の皮
膚面に沿って摺動し皮膚面に低周波又は高周波の電気エネルギーを供給する美容・健康増
進装置である。
【符号の説明】
【００４５】
１：美容・健康増進装置
２：皮膚接触器具
３：杆体
４：杆体の腕部
５：杆体の軸部
６ａ、６ｂ、６ｃ：通電導子体
７：腕部固定ねじ
８：軸固定ナット
９：杆状手持ち部
１０：金属棒
１１：電気信号発生装置
１２：パルス発生回路
１３：出力回路
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１４：電源回路
１５：出力調整器
１６：コード
                                                                        

【図１】 【図２】
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